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(57)【要約】
【課題】高コンテントの微細化顔料を含みかつその分散安定性に優れるとともに、カラー
フィルターの高コントラスト化を実現可能な顔料分散体を提供すること。
【解決手段】微細化顔料、分散剤、分散樹脂、および溶剤を含有する顔料分散体であって
、前記分散剤が、酸価が２ｍｇＫＯＨ／ｇ以上でアミン価が０ｍｇＫＯＨ／ｇである化合
物及びアミン価が１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上で酸価が０ｍｇＫＯＨ／ｇである化合物のそれ
ぞれを少なくとも１種含む混合物、又は、アミン価が１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上であり、か
つ酸価が２ｍｇＫＯＨ／ｇ以上である化合物を含むカラーフィルター用顔料分散体。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微細化顔料、分散剤、分散樹脂、および溶剤を含有する顔料分散体であって、前記分散
剤が、酸価が２ｍｇＫＯＨ／ｇ以上でアミン価が０ｍｇＫＯＨ／ｇである化合物及びアミ
ン価が１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上で酸価が０ｍｇＫＯＨ／ｇである化合物のそれぞれを少な
くとも１種含む混合物、又は、アミン価が１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上であり、かつ酸価が２
ｍｇＫＯＨ／ｇ以上である化合物を含むカラーフィルター用顔料分散体。
【請求項２】
　前記微細化顔料が、ソルトミリングにより微細化された請求項１に記載のカラーフィル
ター用顔料分散体。
【請求項３】
　前記微細化顔料の平均粒子径が１０～５０ｎｍである請求項１または２に記載のカラー
フィルター用顔料分散体。
【請求項４】
　前記溶剤の沸点が１８０℃以上の高沸点溶剤である請求項１～３のいずれかに記載のカ
ラーフィルター用顔料分散体。
【請求項５】
　前記微細化顔料が、表面処理剤で処理されている請求項１～４のいずれかに記載のカラ
ーフィルター用顔料分散体。

                                                                                

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、顔料分散体に関し、更に詳しくは、カラー液晶表示装置等に使用されるカラ
ーフィルターを作製する際に用いられるカラーフィルター用顔料分散体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、水、溶剤、樹脂などの混合物（ビヒクル）中に、顔料を安定して分散させるこ
とは難しいこととされている。これは、混合物中に一旦分散した顔料粒子は、その混合物
中で凝集する傾向があることに起因するものであるが、このように顔料が凝集すると、そ
の混合物（顔料分散体）の分散性を低下させるばかりか、粘度の上昇をきたし、ひいては
その顔料分散体を使用したカラーフィルター等の塗膜の性能の低下を招くこととなる。
【０００３】
　近年、特にカラーフィルターの性能向上の要請が強く、カラーフィルターの高コントラ
スト化、顔料の高濃度化（高コンテント化）を図る必要が生じてきた。しかしながら、現
在一般に採用されているカラーフィルター用の顔料分散体では、前記のような顔料粒子の
凝集が避けられず、顔料の高濃度化による粘度の増大および貯蔵安定性の低下を防止する
ことを困難にさせ、ひいてはそのカラーフィルターのコントラストの向上を図ることが困
難となるという問題があった。
【０００４】
　これらの問題を解決するものとして、種々の分散剤を用いた顔料分散液等が提案されて
いるが（例えば、特許文献１、２参照）、上記問題を解決するには至っていない。
【特許文献１】特開２００７－２８４６４２号公報
【特許文献２】特開２００８－８１７３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、以上の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、高コ
ンテント（高濃度）の微細化顔料を含みかつその分散安定性に優れるとともに、カラーフ
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ィルターの高コントラスト化を実現可能な顔料分散体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、上記課題を解決すべく鋭意検討を行った結果、本発明に到達した。すな
わち、本発明の要旨は以下のとおりである。
【０００７】
　（１）微細化顔料、分散剤、分散樹脂、および溶剤を含有する顔料分散体であって、前
記分散剤が、酸価が２ｍｇＫＯＨ／ｇ以上でアミン価が０ｍｇＫＯＨ／ｇである化合物及
びアミン価が１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上で酸価が０ｍｇＫＯＨ／ｇである化合物のそれぞれ
を少なくとも１種含む混合物、又は、アミン価が１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上であり、かつ酸
価が２ｍｇＫＯＨ／ｇ以上である化合物を含むカラーフィルター用顔料分散体。
【０００８】
　（２）前記微細化顔料が、ソルトミリングにより微細化された（１）に記載のカラーフ
ィルター用顔料分散体。
【０００９】
　（３）前記微細化顔料の平均粒子径が１０～５０ｎｍである（１）または（２）に記載
のカラーフィルター用顔料分散体。
【００１０】
　（４）前記溶剤の沸点が１８０℃以上の高沸点溶剤である（１）～（３）のいずれかに
記載のカラーフィルター用顔料分散体。
【００１１】
　（５）前記微細化顔料が、表面処理剤で処理されている（１）～（４）のいずれかに記
載のカラーフィルター用顔料分散体。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の顔料分散体は、高コンテント（高濃度）の微細化した顔料粒子が均一に微分散
しており、顔料粒子の長期間にわたる分散安定性（長期分散安定性）に優れたものである
。このため、顔料分散体の経時的な特性変化が効果的に防止され、長期間にわたって、均
一な着色濃度のカラーフィルター用の塗膜（以下、単に「塗膜」と称する場合がある）の
形成、均一な膜厚の塗膜の形成等に好適に適用することができ、形成される塗膜における
色むら、濃度むらの発生等を効果的に防止することができる。また、高コンテントの微細
化した顔料粒子が微分散しているため、顔料の発色性に優れており、明度の高い塗膜の形
成に好適に用いることができる。また、カラーフィルター用の塗膜のコントラストを極め
て優れたものとすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明のカラーフィルター用顔料分散体（以下、単に「顔料分散体」と称する場合があ
る。）は、微細化顔料、分散剤、分散樹脂、および溶剤を含有する顔料分散体であって、
前記分散剤が、所定の化合物を含むことを特徴とするものである。
【００１４】
　分散剤は顔料分散体中における顔料粒子の分散性を向上させるのに寄与する成分である
。本発明における分散剤は、酸価が２ｍｇＫＯＨ／ｇ以上でアミン価が０ｍｇＫＯＨ/ｇ
である化合物（以下、酸価分散剤と称する場合がある）と、アミン価が１０ｍｇＫＯＨ／
ｇ以上で酸価が０ｍｇＫＯＨ／ｇである化合物（以下、アミン価分散剤と称する場合があ
る）のそれぞれを少なくとも１種含む混合物、又は、アミン価が１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上
であり、かつ酸価が２ｍｇＫＯＨ／ｇ以上である化合物（以下、両性分散剤と称する場合
がある）を含むものである。なお、前記のアミン価が１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上であり、か
つ酸価が２ｍｇＫＯＨ／ｇ以上である化合物とは、一分子中に塩基性基（アミノ基）と酸
性基とを有する化合物であって、アミン価と酸価が前記所定の値を有するものであること
を意味する。
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【００１５】
　分散剤をこのような構成とすることにより、顔料の分散性、分散安定性を特に優れたも
のとすることができる。また、本分散剤を用いることにより、後述の製造方法の微分散工
程において、分散剤分散液中に添加された微細化顔料粒子の表面に、分散剤が付着（吸着
）し、当該顔料粒子の分散剤分散液中における分散性を優れたものとすることができる。
これにより、微分散工程における微分散処理を効率よく行うことができ、顔料分散体の生
産性を特に優れたものとすることができるとともに、最終的に得られる顔料分散体中の微
細化顔料粒子の微分散状態が維持され、その長期分散安定性を特に優れたものとすること
ができる。
【００１６】
　本発明において使用する分散剤としては、前記のとおり所定の酸価を有する酸価分散剤
（アミン価は０ｍｇＫＯＨ／ｇ）と、所定のアミン価を有するアミン価分散剤（酸価は０
ｍｇＫＯＨ／ｇ）のそれぞれを少なくとも１種含む混合物、又は、アミン価と酸価が所定
の値を有する化合物を用いる。
【００１７】
　これにより、顔料同士の凝集を低減する効果を発揮する酸価分散剤（あるいは酸性基）
による効果と、顔料の分散状態を安定化させるアミン価分散剤（あるいは塩基性基（アミ
ノ基））による効果とが両立され、特に微細化した顔料の分散体中における顔料の分散安
定性を特に優れたものとすることができる。
【００１８】
　また、酸価分散剤とアミン価分散剤との混合物、又はアミン価と酸価が所定の値を有す
る化合物を用いることにより、以下のような効果も得られる。すなわち、後述するような
方法で、顔料分散体を製造する場合、微分散工程において、分散剤分散液中に添加された
微細化顔料粒子の表面に、分散剤を効率よく付着（吸着）させ、微細化顔料粒子の分散剤
分散液中における分散性を優れたものとすることができる。これにより、微分散工程にお
ける微分散処理を効率よく行うことができ、顔料分散体の生産性を特に優れたものとする
ことができるとともに、最終的に得られる顔料分散体中の微細化顔料粒子が微分散された
状態で維持され、顔料分散体は、長期分散安定性が特に優れたものとなる。また、後述す
る製造方法は、顔料の微分散処理を行うのに先立ち、分散剤と分散樹脂と溶剤とを含む混
合物を撹拌することにより、溶剤中に分散剤を分散させた分散剤分散液を得る予備分散工
程を有しているが、このような方法において、酸価分散剤とアミン価分散剤との混合物、
又はアミン価と酸価が所定の値を有する化合物を用いることにより、分散剤の会合を確実
に防止し、微細化顔料の分散安定性を特に優れたものとすることができる。
【００１９】
［酸価分散剤］
　前記のように、本発明において用いる酸価分散剤は、２ｍｇＫＯＨ／ｇ以上の酸価を有
する化合物を含むものである。酸価分散剤の酸価（固形分換算したときの酸価）は、前記
範囲であれば、特に限定されないが、５～３７０ｍｇＫＯＨ／ｇであるのが好ましく、２
０～２７０ｍｇＫＯＨ／ｇであるのがより好ましく、３０～１３５ｍｇＫＯＨ／ｇである
のがさらに好ましい。酸価分散剤の酸価が前記範囲内の値であると、アミン価分散剤と併
用することによる相乗効果がより顕著に発揮され、顔料の分散安定性を特に優れたものと
することができる。分散剤についての酸価は、例えば、ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　２１１４
に準拠する方法により求めることができる。なお、酸価分散剤は、所定のアミン価を有し
ていないもの、すなわち、アミン価が０ｍｇＫＯＨ／ｇである。なお、ＤＩＮ　１６９４
５に準拠する方法等でアミン価を測定した場合に、測定誤差等によって、実質的にアミノ
基の効果を奏さない程度のアミン価となる場合は実質的にアミン価が０ｍｇＫＯＨ／ｇと
して許容しうる。
【００２０】
　酸価分散剤としては、前記所定の酸価を有するものであれば、特に限定はないが、顔料
への吸着性が高いこと等から、ポリエステル鎖を有する化合物が好ましく用いられる。本
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発明で用いることができる酸価分散剤の具体例としては、ディスパービックＰ１０４、デ
ィスパービックＰ１０４Ｓ、ディスパービック２２０Ｓ、ディスパービック１１０、ディ
スパービック１１１、ディスパービック１７０、ディスパービック１７１、ディスパービ
ック１７４、ディスパービック２０９５（以上、ビックケミー・ジャパン（株）製）；Ｅ
ＦＫＡ　５０１０、ＥＦＫＡ　５０６５、ＥＦＫＡ　５０６６、ＥＦＫＡ　５０７０、Ｅ
ＦＫＡ　７５００、ＥＦＫＡ　７５５４（以上、チバ・ジャパン（株）製）；ソルスパー
ス３０００、ソルスパース１６０００、ソルスパース１７０００、ソルスパース１８００
０、ソルスパース３６０００、ソルスパース３６６００、ソルスパース４１０００（以上
、日本ルーブリゾール（株）製）等が挙げられる。
【００２１】
［アミン価分散剤］
　前記のように、本発明において用いるアミン価分散剤は、１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上のア
ミン価を有する化合物を含むものである。アミン価分散剤のアミン価（固形分換算したと
きのアミン価）は、前記範囲であれば、特に限定されないが、５～２００ｍｇＫＯＨ／ｇ
であるのが好ましく、３０～１７０ｍｇＫＯＨ／ｇであるのがより好ましく、４０～１３
０ｍｇＫＯＨ／ｇであるのがさらに好ましい。アミン価分散剤のアミン価が前記範囲内の
値であると、酸価分散剤と併用することによる相乗効果がより顕著に発揮され、顔料の分
散安定性を特に優れたものとすることができる。分散剤についてのアミン価は、例えば、
ＤＩＮ　１６９４５に準拠する方法により求めることができる。なお、アミン価分散剤は
、所定の酸価を有していないもの、すなわち、酸価が０ｍｇＫＯＨ／ｇである。なお、Ｄ
ＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　２１１４に準拠する方法等で酸価を測定した場合に、測定誤差、加
水分解等により、実質的に酸性基の効果を奏さない程度の酸価となる場合は実質的に酸価
が０ｍｇＫＯＨ／ｇとして許容しうる。
【００２２】
　アミン価分散剤としては、前記所定のアミン価を有するものであれば、特に限定はない
が、顔料への吸着性が高いこと等から、ポリエステル鎖を有する化合物が好ましく用いら
れる。本発明で用いることができるアミン価分散剤の具体例としては、ディスパービック
１０２、ディスパービック１６０、ディスパービック１６１、ディスパービック１６２、
ディスパービック１６３、ディスパービック１６４、ディスパービック１６６、ディスパ
ービック１６７、ディスパービック１６８、ディスパービック２１５０、ディスパービッ
クＬＰＮ６９１９、ディスパービック９０７５、ディスパービック９０７７（以上、ビッ
クケミー社製）；ＥＦＫＡ　４０１５、ＥＦＫＡ　４０２０、ＥＦＫＡ　４０４６、ＥＦ
ＫＡ　４０４７、ＥＦＫＡ　４０５０、ＥＦＫＡ　４０５５、ＥＦＫＡ　４０６０、ＥＦ
ＫＡ　４０８０、ＥＦＫＡ　４３００、ＥＦＫＡ　４３３０、ＥＦＫＡ　４３４０、ＥＦ
ＫＡ　４４００、ＥＦＫＡ　４４０１、ＥＦＫＡ　４４０２、ＥＦＫＡ　４４０３、ＥＦ
ＫＡ　４８００（以上、チバ・ジャパン（株）製）；アジスパーＰＢ７１１（以上、味の
素ファインテクノ（株）製）；Ａｎｔｉ－Ｔｅｒｒａ－２０５（以上、ビックケミー・ジ
ャパン（株）製）等が挙げられる。
【００２３】
　顔料分散体中における酸価分散剤の含有率をＸA［ｗｔ％］、顔料分散体中におけるア
ミン価分散剤の含有率をＸB［ｗｔ％］としたとき、０．１≦ＸA／ＸB≦１の関係を満足
するのが好ましく、０．１５≦ＸA／ＸB≦０．５の関係を満足するのがより好ましい。こ
のような関係を満足することにより、酸価分散剤とアミン価分散剤とを併用することによ
る相乗効果がより顕著に発揮され、顔料の分散安定性を特に優れたものとすることができ
る。
【００２４】
　また、酸価分散剤の酸価をＡＶ［ｍｇＫＯＨ／ｇ］、アミン価分散剤のアミン価をＢＶ
［ｍｇＫＯＨ／ｇ］、前記酸価分散剤の含有率をＸA［ｗｔ％］、前記アミン価分散剤の
含有率をＸB［ｗｔ％］としたとき、０．０１≦（ＡＶ×ＸA）／（ＢＶ×ＸB）≦１．９
の関係を満足するのが好ましく、０．１０≦（ＡＶ×ＸA）／（ＢＶ×ＸB）≦０．９５の
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関係を満足するのがより好ましい。このような関係を満足することにより、酸価分散剤と
アミン価分散剤とを併用することによる相乗効果がより顕著に発揮され、顔料の分散安定
性を特に優れたものとすることができる。
【００２５】
［両性分散剤］
　前記のとおり、本発明において用いる両性分散剤は、アミン価が１０ｍｇＫＯＨ／ｇ以
上であり、かつ酸価が２ｍｇＫＯＨ／ｇ以上である化合物である。酸価は（固形分換算し
たときの酸価）は、前記範囲であれば、特に限定されないが、２～１５ｍｇＫＯＨ／ｇで
あるのが好ましい。また、アミン価（固形分換算したときのアミン価）は、前記範囲であ
れば、特に限定されないが、１０～３５ｍｇＫＯＨ／ｇであるのが好ましい。酸価とアミ
ン価は、それぞれ、ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　２１１４、ＤＩＮ　１６９４５に準拠する方
法により求めることができる。
【００２６】
　両性分散剤の酸価とアミン価が前記範囲内の値であると、アミン価分散剤と酸価分散剤
と併用する場合と同等以上の効果がより顕著に発揮され、顔料の分散安定性を特に優れた
ものとすることができ、顔料分散体の増粘をより効果的に抑制することができる。
　特に、両性分散剤を用いると、酸価分散剤とアミン価分散剤との混合物を用いる場合よ
りも、より長期分散安定性が高くなる傾向にあり、顔料分散体の増粘をより低減すること
ができる。
【００２７】
　両性分散剤としては、前記所定の酸価とアミン価を有するものであれば、特に限定はな
いが、顔料への吸着性が高いこと等から、ポリエステル鎖を有する化合物が好ましく用い
られる。本発明で用いることができるアミン価分散剤の具体的例としては、ヒノアクトＴ
－８０００、ヒノアクトＴ－８０００Ｅ（以上、川研ファインケミカル（株）製）等が挙
げられ、これらから選択される１種または２種以上を組み合わせて用いることができる。
必要により、酸価分散剤およびアミン価分散剤と併用しても良い。
【００２８】
　本発明で使用する顔料に特に限定はないが、例えば、アゾ系顔料、フタロシアニン系顔
料、およびアントラキノン系顔料、キナクリドン系顔料、インジゴ系顔料、ジオキサジン
系顔料、ペリレン系顔料、ペリノン系顔料、イソインドリノン系顔料、イソインドリン系
顔料、金属錯体顔料、キノフタロン系顔料、ジケトピロロピロール系顔料等の縮合多環系
顔料などが挙げられる。
【００２９】
　更に具体的には、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッ
ド１７７、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３６、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン５８、Ｃ．Ｉ
．ピグメントグリーン７、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエ
ロー１３９、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３８、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６、
Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３８、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントオレンジ４３、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ７１から選択される少なくとも一種で
ある。
【００３０】
　これらの顔料は、単独あるいは混合して用いても良いが、好ましくは、顔料のスルフォ
ン酸基を有する誘導体を併用する（例えば、特開２００７－１８６６８１号公報参照）か
、顔料のフタルイミド基を有する誘導体を併用することにより、顔料の分散性等を向上さ
せることができる。
【００３１】
　顔料分散体中における顔料（主顔料および副顔料を含む）の含有率は、５ｗｔ％以上で
あるのが好ましく、８～２５ｗｔ％であるのがより好ましい。このように、顔料の含有率
が十分に高いもの（高コンテント）であると、例えば、顔料分散体を用いて形成される塗
膜の発色濃度を特に高いものとすることができる。また、所定の膜厚、色濃度の塗膜を形
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成するのに要する顔料分散体の量を少なくすることができ、省資源の観点から有利である
。また、塗膜を形成する際における溶媒の揮発量を抑制することができるため、環境に対
する負荷を軽減することができる。
【００３２】
　本発明の微細化顔料は、前記顔料をソルベントソルトミリング、ドライミリング（溶剤
を使用しない乾式ミリング）等の方法により摩砕することにより得られる。
【００３３】
　ソルベントソルトミリングとは、溶剤を用いて顔料をミリングする方法であり、具体的
には、以下のとおりである。
【００３４】
　まず、微細化目的の顔料（以下、「クルード顔料」という）、水溶性無機塩（摩砕剤）
、粘結剤を含む混合物を、ニーダー等の混練機を用いて定法により混練し、微細化顔料を
含む混練物を得る。(以下、当該混練物をマグマという場合がある。)。
【００３５】
　この際使用する水溶性無機塩としては、芒硝（硫酸ナトリウム）、食塩（塩化ナトリウ
ム）などが挙げられ、その平均粒径が５．５μｍ以下でかつ粒径１０．０μｍ以上の含有
量が５体積％以下のものを使用することにより、均一で高度に微細化された優れた微細化
顔料が得られる。また、使用する粘結剤としては、水溶性有機溶剤が広く用いることがで
き、例えば、ジエチレングリコール（ＤＥＧ）、エチレングリコール、ポリエチレングリ
コール等が挙げられる。
【００３６】
　次に、前記のクルード顔料の微細化が終了したマグマを取り出し、温調可能なタンク内
に移して脱イオン水にマグマを分散させる。該分散液をポンプでフィルタープレスに移送
して濾過する。分散液を完全に移送後、水洗して微細化顔料ペーストを得る。水洗後の顔
料ペーストを乾燥機に移して乾燥させ、微細化顔料の乾燥ブロックを得、これを粉砕し、
微細化顔料を得る。
【００３７】
　ドライミリングとは、溶剤を用いないでミリングする方法であり、具体的には以下のと
おりである。例えばスーパーミキサーにクルード顔料および摩砕剤を添加し、撹拌混合す
る。この際、必要により少量の水溶性溶剤（例えば、ＤＥＧ）を添加しても良い。その後
、冷却し、クルード顔料の微細化が終了した混合物（以下、当該混練物をマグマという場
合がある。）を取り出しタンク内に移す。タンク内で脱イオン水と混合撹拌し、マグマを
分散させる。分散液をフィルタープレスに移送して濾過、水洗し、微細化顔料ペーストを
得る。水洗後の該顔料ペーストを乾燥機に移して乾燥させ、微細化顔料の乾燥ブロックを
得る。乾燥ブロックを粉砕機で粉砕し、粉砕物をサイクロン等で捕集し、微細化顔料を得
る。尚、ドライミリングにおいて使用する摩砕剤は、前記ソルベントソルトミリングの場
合と同じものを用いることができる。
【００３８】
　前記各方法により、平均粒子径１０～５０ｎｍの均一な微細化顔料を容易に得ることが
できるが、顔料の微細化効率が特に優れたものとして、ソルベントソルトミリングが好ま
しく用いられる。
【００３９】
　本発明においては、微細化顔料の表面を、表面処理剤を用いて処理しても良い。処理方
法としては、前記のように顔料を微細化する際に、表面処理剤を添加してミリングを行な
い、表面処理剤を微細化顔料の表面に被覆する方法が例示できる。具体的には、所定の温
度、時間で表面処理剤を添加せずにミリングを行った後に、表面処理剤を添加して、更に
ミリングを行う方法が挙げられる。この場合の処理時間としては、２０～１２０分間行う
。また、表面処理剤の添加量は、顔料成分１００重量部に対し５～５０重量部であるのが
好ましく、１０～３０重量部であるのがより好ましい。
　尚、複数の顔料のうち、一部の顔料のみを表面処理する場合は、前記のように表面処理



(8) JP 2010-13490 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

剤で処理したものと未処理のものを混合して用いればよい。
【００４０】
　このように微細化顔料を表面処理剤により処理することにより、微細化顔料粒子の再凝
集を防止することが可能となり、表面処理剤により処理した微細化顔料を含む顔料分散体
は、顔料の長期分散安定性が極めて高く、粘度上昇が抑制される。そのため、当該顔料分
散体を用いたカラーフィルターは、コントラストがより向上し、優れたものとなる。
【００４１】
　表面処理剤としては、微細化顔料粒子の再凝集を防止する等の効果を有する樹脂や化合
物であって、前記微細化処理における水洗による摩砕剤の除去、脱水等の後処理において
、微細化顔料粒子表面から脱離しにくいものが選択される。
【００４２】
　具体的には、アクリル系樹脂が好ましく使用される。このようなアクリル系樹脂として
は、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、メチルアクリレートやメチルメタクリレート等
のアルキルアクリレート又はアルキルメタクリレート等から選ばれるモノマーを用いて、
重合して得られるものが挙げられる。このような重合体の分子量としては、約５０００～
１０００００が好ましい。このようなアクリル系樹脂の具体例としては、例えば、リポキ
シＳＰＣ２０００（昭和高分子（株）製）が挙げられる。
【００４３】
　分散樹脂は、顔料粒子の分散性を向上させる機能を有しており、成形時に塗膜の一部を
形成する。
【００４４】
　本発明において使用する分散樹脂としては、例えば、アルギン酸類、ポリビニルアルコ
ール、ヒドロキシプロピルセルロース、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチル
セルロース、メチルセルロース、スチレン－アクリル酸樹脂、スチレン－アクリル酸－ア
クリル酸エステル樹脂、スチレン－マレイン酸樹脂、スチレン－マレイン酸半エステル樹
脂、メタクリル酸－メタクリル酸エステル樹脂、アクリル酸－アクリル酸エステル樹脂、
イソブチレン－マレイン酸樹脂、ロジン変性マレイン酸樹脂、ポリビニルピロリドン、ア
ラビアゴムスターチ、ポリアリルアミン、ポリビニルアミン、ポリエチレンイミン等が挙
げられ、これらから選択される１種または２種以上を組み合わせて用いることができる。
また、これらのうち、アクリル系樹脂は、前述の表面処理剤としても使用することができ
る。
【００４５】
　顔料分散体中における分散樹脂の含有量は、特に限定されないが、顔料成分１００重量
部に対し、１～２０重量部であるのが好ましく、５～１５．５重量部であるのがより好ま
しい。
【００４６】
　溶剤は、顔料分散体において、顔料を分散する分散媒として機能するものである。また
、溶剤は、後述するような顔料分散体の製造方法では、分散剤分散液中において、分散樹
脂を溶解する溶媒として機能するものである。
【００４７】
　本発明で使用する溶剤としては、非水性溶媒、水性溶媒の何れを用いても良いが、水溶
性溶媒が好ましく使用される。溶剤として水溶性溶媒を用いた方が、上述したような顔料
の分散性を特に優れたものとなる傾向にある。水溶性溶剤としては、親水性の溶媒を用い
ることができ、具体的には、例えば、２５℃における水１００ｇに対する溶解度が３ｇ以
上の液体を用いることができる。
【００４８】
　水溶性溶剤としては、一般に、水酸基等の親水性の高い官能基を有する化合物や、ポリ
グリコール骨格を有する化合物等を好適に用いることができる。
【００４９】
　水溶性溶剤の具体例としては、エタノール、メタノール、ブタノール、プロパノール、
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イソプロパノール等の炭素数１～４のアルキルアルコール類、エチレングリコールモノメ
チルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチル
エーテル、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモ
ノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモ
ノ－n－プロピルエーテル、エチレングリコールモノ－ｉｓｏ－プロピルエーテル、ジエ
チレングリコールモノ－ｉｓｏ－プロピルエーテル、エチレングリコールモノ－ｎ－ブチ
ルエーテル、ジエチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、トリエチレングリコール
モノ－ｎ－ブチルエーテル、エチレングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル、ジエチレン
グリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル、1－メチル－１－メトキシブタノール、プロピレ
ングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレ
ングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル、プロピレングリコールモノ－ｎ－プロピルエー
テル、プロピレングリコールモノ－ｉｓｏ－プロピルエーテル、ジプロピレングリコール
モノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレングリコ
ールモノ－ｎ－プロピルエーテル、ジプロピレングリコールモノ－ｉｓｏ－プロピルエー
テル、プロピレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノ－
ｎ－ブチルエーテル等のグリコールエーテル類、ホルムアミド、アセトアミド、ジメチル
スルホキシド、ソルビット、ソルビタン、アセチン、ジアセチン、トリアセチン、スルホ
ラン等が挙げられ、これらから選択される１種または２種以上を組み合わせて用いること
ができる。
【００５０】
　本発明においては、顔料分散体の保存時等における溶剤の蒸発による不本意な粘度変化
等を防止する等の目的で、沸点が１８０℃以上の高沸点水溶性有機溶剤を用いることがで
きる。
【００５１】
　沸点が１８０℃以上の水溶性有機溶剤の具体例としては、エチレングリコール、プロピ
レングリコール、ジエチレングリコール、ペンタメチレングリコール、トリメチレングリ
コール、２－ブテン－１，４－ジオール、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、２－
メチル－２，４－ペンタンジオール、トリプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジ
プロピレングリコールモノエチルグリコール、ジプロピレングリコールモノエチルエーテ
ル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコール、トリエチレ
ングリコールモノメチルエーテル、テトラエチレングリコール、トリエチレングリコール
、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル
、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、トリプロピレングリコール、分子量２００
０以下のポリエチレングリコール、１，３－プロピレングリコール、イソプロピレングリ
コール、イソブチレングリコール、１，４－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、
１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、グリセリン、メソエリスリトー
ル、ペンタエリスリトール、等が挙げられ、これらから選択される１種または２種以上を
組み合わせて用いることができる。
【００５２】
　これにより、容易に、前記分散剤の分散状態を、より好適なものとすることができ、顔
料分散体中における顔料粒子の長期分散安定性を特に優れたものとすることができる。ま
た、顔料分散体中における顔料の含有率を高くした場合であっても、顔料の長期分散安定
性を十分に優れたものとすることができる。
【００５３】
　また、後述するような方法で顔料分散体を製造する場合においては、顔料分散体を効率
よく製造することができ、顔料分散体の生産性を特に優れたものとすることができる。
【００５４】
　前記のとおり、本発明においては溶剤として水溶性溶媒が好ましく使用されるが、非水
溶性溶媒を用いてもよい。
　非水溶性溶媒としては、例えば、エステル系溶媒、エーテル系溶媒、ケトン系溶媒等を
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用いることができる。
【００５５】
　非水溶性のエステル系溶媒としては、例えば、酢酸エチル、酢酸－ｎ－ブチル、酢酸イ
ソブチル、酢酸イソプロピル、プロピオン酸メチル、酢酸－３－メトキシブチル、エチル
グリコールアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレ
ングリコールモノエチルエーテルアセテート、３－メチル－３－メトキシブチルアセテー
ト、モノクロロ酢酸メチル、モノクロロ酢酸エチル、モノクロロ酢酸ブチル、アセト酢酸
メチル、アセト酢酸エチル、ブチルカルビトールアセテート、乳酸ブチル、エチル－３－
エトキシプロピオネート、エチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、エチレン
グリコールモノメチルエーテルアセテート、酢酸プロピル等が挙げられる。
【００５６】
　非水溶性のエーテル系溶媒としては、例えば、エチレングリコールモノヘキシルエーテ
ル、エチレングリコール－２－エチルヘキシルエーテル、エチレングリコールフェニルエ
ーテル、ジエチレングリコール－ｎ－ヘキシルエーテル、ジエチレングリコール－２－エ
チルヘキシルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコ
ールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールプロピルエーテル、プロピレングリコ
ールメチルエーテルプロピオネート等が挙げられる。
【００５７】
　非水溶性のケトン系溶媒としては、例えば、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケ
トン、ジイソブチルケトン、アセチルアセトン、イソホロン、アセトフェノン、シクロヘ
キサノン等が挙げられる。
【００５８】
　また、上記のほか、トルエン、キシレン、エチルベンゼン等の芳香族炭化水素類も用い
ることができる。
【００５９】
　本発明の顔料分散体は、前記の微細化顔料、分散剤、分散樹脂、溶剤以外の成分を含む
ものであってもよい。このような成分としては、例えば、ｐＨ調整剤、酸化防止剤、紫外
線吸収剤、防腐剤、防カビ剤等が挙げられる。
【００６０】
　上記のように、本発明の顔料分散体は、微細化顔料が微分散した状態を長期間維持する
ことが可能であるが、その微分散状態を評価する方法として、顔料分散体の粘度を測定し
、その測定値を指標とすることができる。
　顔料分散体の粘度（動粘度）の測定は、例えば、Ｅ型粘度計（例えば、東機産業（株）
製　ＲＥ－０１）を用いて行うことができ、特に、ＪＩＳ　Ｚ８８０９に準拠して行うこ
とができる。
【００６１】
　顔料分散体の２５℃における粘度（Ｅ型粘度計を用いて測定される粘度（動粘度））は
、１７ｍＰａ・ｓ以下であるのが好ましく、１２ｍＰａ・ｓ以下であるのがより好ましい
。このように、顔料分散体の粘度（動粘度）が十分に低いものであると、例えば、塗膜の
形成の効率を特に優れたものとすることができるとともに、塗膜の厚さの不本意なばらつ
き等を効果的に防止することができる。一方、顔料分散体の粘度が低すぎると、例えば、
顔料分散体を用いて形成する塗膜の膜厚を十分に厚いものとするのが困難になる可能性が
ある。
【００６２】
　また、４０℃の環境下に、７日間放置した後の、２５℃における顔料分散体の粘度（Ｅ
型粘度計を用いて測定される粘度（動粘度））の変化率は、１．３以下であるのが好まし
く、１．１以下であるのがより好ましい。尚、前記変化率は、（４０℃、７日間放置後の
粘度の測定値）／（放置直前の粘度の測定値）で算出される値である。
【００６３】
　このように、顔料分散体の特性変化が十分に少ないものである（顔料分散体の耐久性が
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優れたものである）と、例えば、顔料分散体を用いて塗膜を形成した場合における色むら
、濃度むら等の発生、コントラストの低下を長期間にわたってより確実に防止することが
できる。
【００６４】
　上述したような顔料分散体は、カラーフィルター用等の塗膜の形成に用いることができ
る。前記のように、本発明の顔料分散体は、微細化した顔料粒子が微分散しており、長期
間にわたって優れた分散安定性を保持することができるものであるため、顔料分散体中で
の微細化顔料粒子の偏在を防止することができ、本発明の顔料分散体を用いて形成される
塗膜は、膜厚の均一性に優れ、色むら、濃度むら等の発生が確実に防止されたものとなる
。特に、カラーフィルター用として使用した場合、コントラストの値が殆ど低下すること
がない。よって、本発明の顔料分散体によれば、このような高品質の塗膜を、長期間にわ
たって安定的に形成することができる。
【００６５】
　塗膜は、例えば、バーコート、スピンコート、ロールコート、スリットコート、刷毛塗
り、オフセット印刷、グラビア印刷等の方法により、基材上に顔料分散体を付与し、その
後、必要に応じ乾燥（脱溶剤処理）することにより目的の塗膜を形成することができる。
【００６６】
　上述したような顔料分散体は、例えば、以下のような方法により作製することができる
。その概略は、分散剤と、分散樹脂と、溶剤とを含む混合物を撹拌することにより、溶剤
中に分散剤を分散させた分散剤分散液を得（予備分散工程）、得られた分散剤分散液に微
細化した顔料を添加し、無機ビーズを単段もしくは多段で添加して微分散処理を行う（微
分散工程）ことにより本発明の顔料分散体を得るものである。以下に、各工程を詳細に説
明する。
【００６７】
　予備分散工程においては、分散剤と、分散樹脂と、溶剤とを含む混合物を撹拌すること
により、溶剤中に分散剤を分散させた分散剤分散液を調製する。これにより、分散剤の会
合状態を解いた（ほぐした）状態とすることができる。ところで、本発明で用いる酸価分
散剤およびアミン価分散剤は、本来、互いに電気的に引き付け合い易いという性質を有し
ているが、本実施形態のように、顔料の微分散（微分散工程）に先立って予備分散工程を
行うことにより、顔料粒子の表面に、酸価分散剤およびアミン価分散剤を、会合状態を十
分に解いた状態で、均一かつ安定的に付着させることができ、分散剤同士の凝集、顔料粒
子同士の凝集等を確実に防止することができ、顔料の分散安定性を特に優れたものとする
ことができる。この点は、両性分散剤を用いた場合も同様である。
【００６８】
　本工程において、分散樹脂を、分散剤および溶剤とともに、混合しておくことにより、
後述する微分散工程で、分散剤分散液中に添加された微細化顔料粒子の表面に、分散剤お
よび分散樹脂を付着させ、当該顔料粒子の分散剤分散液中における分散性を優れたものと
することができる。これにより、微分散工程における微分散処理を効率よく行うことがで
き、顔料分散体の生産性を特に優れたものとすることができるとともに、最終的に得られ
る顔料分散体中の微細化顔料粒子が微分散状態を維持し、その長期分散安定性を優れたも
のとすることができる。
【００６９】
　本工程で調製する分散剤分散液中における分散剤の含有率（複数種の分散剤の含有率の
総和）は、特に限定されないが、１０～４０ｗｔ％であるのが好ましく、１２～３２ｗｔ
％であるのがより好ましい。分散剤の含有率が前記範囲内の値であると、前述したような
効果がより顕著に発揮される。
【００７０】
　また、本工程で調製する分散剤分散液中における分散樹脂の含有率は、特に限定されな
いが、６～３０ｗｔ％であるのが好ましく、８～２６ｗｔ％であるのがより好ましい。分
散樹脂の含有率が前記範囲内の値であると、前述したような効果がより顕著に発揮される
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。
【００７１】
　また、本工程で調製する分散剤分散液中における溶剤の含有率は、特に限定されないが
、３０～９０ｗｔ％であるのが好ましく、４０～８０ｗｔ％であるのがより好ましい。溶
剤の含有率が前記範囲内の値であると、前述したような効果がより顕著に発揮される。
【００７２】
　溶剤の使用量は、特に限定されないが、通常、最終的に得られる顔料分散体において、
顔料１００重量部に対する溶剤の含有量が、１００～５００重量部となるものであるのが
好ましく、１００～３００重量部となるものであるのがより好ましく、１００～２００重
量部となるものであるのがさらに好ましい。溶剤の使用量が少なすぎると、後述する微分
散工程での顔料微粒子の均一な分散が困難になる可能性がある。一方、溶剤の使用量が多
すぎると、最終的に得られる顔料分散体を用いて形成される膜の強度等を十分に優れたも
のとするのが困難となる。
【００７３】
　本工程では、各種撹拌機を用いて上記各成分の混合物を撹拌することにより、分散剤分
散液を得る。本工程で用いることのできる撹拌機としては、例えば、ディスパーミル等の
一軸または二軸ミキサー等が挙げられる。
【００７４】
　撹拌機を用いた撹拌処理時間は、特に限定されないが、１～３０分間であるのが好まし
く、３～２０分間であるのがより好ましい。これにより、顔料分散体の生産性を十分に優
れたものとしつつ、分散剤の会合状態をより効果的に解くことができ、最終的に得られる
顔料分散体中における微細化顔料粒子の分散安定性を特に優れたものとすることができる
。
【００７５】
　また、本工程での撹拌機が有する撹拌翼の回転数は、特に限定されないが、５００～４
０００ｒｐｍであるのが好ましく、８００～３０００ｒｐｍであるのがより好ましい。こ
れにより、顔料分散体の生産性を十分に優れたものとしつつ、分散剤の会合状態をより効
果的に解くことができ、最終的に得られる顔料分散体中における微細化顔料粒子の分散安
定性を特に優れたものとすることができる。また、分散樹脂等の熱等による劣化、変性等
を確実に防止することができる。
【００７６】
　次に、上記工程で得られた分散剤分散液に微細化顔料を添加し、無機ビーズを単段若し
くは多段で添加して微分散処理を行う（微分散工程）。
【００７７】
　微分散工程において、無機ビーズの添加は、単段で行っても多段で行っても良いが、無
機ビーズを多段で添加することにより、顔料の微粒化の効率をより優れたものとすること
ができ、最終的に得られる顔料分散体中における微細化顔料粒子が極めて均一に分散し、
安定したものにすることができる。特に、上述したような所定の酸価分散剤とアミン価分
散剤の混合物あるいは両性分散剤を使用し、さらに予備分散工程および多段での微分散工
程を有する方法を用いることにより、それぞれの効果が相乗的に作用して、微細化顔料の
分散安定性に寄与する。このようにして得られた顔料分散体を用いれば、更に優れた明度
、コントラストを有する塗膜を形成することができる。
【００７８】
　尚、前記のような本発明で使用する特定の分散剤の効果を充分発揮させるために、分散
処理を充分行うことが望ましい。
【００７９】
　以下の説明では、無機ビーズを２段で添加する方法、すなわち、微分散工程において、
第１の無機ビーズを用いた第１の処理と、第２の無機ビーズを用いた第２の処理とを行う
方法について、代表的に説明する。
【００８０】
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　本工程で用いる無機ビーズ（第１の無機ビーズ、第２の無機ビーズ)は、無機材料で構
成されたものであればいかなる材料で構成されたものであってもよいが、無機ビーズの好
適な例としては、ジルコニア製のビーズ（例えば、Ｔｏｒａｙ　ｃｅｒａｍ　粉砕ボール
（商品名）、株式会社東レ製）等が挙げられる。
【００８１】
　第1の処理工程では、まず、前述した予備分散工程で調製した分散剤分散液に微細化顔
料を添加し、所定の粒径の第１の無機ビーズを用いて一次微分散する第１の処理を行う。
第１の処理で用いる第１の無機ビーズは、第２の処理で用いる第２の無機ビーズよりも粒
径の大きいものであるのが好ましい。これにより、微分散工程全体としての、微細化顔料
の微分散の効率を、優れたものとすることができる。
【００８２】
　第１の無機ビーズの平均粒径は、特に限定されないが、通常、０．５～３．０ｍｍであ
り、０．５～２．０ｍｍであるのが好ましく、０．５～１．２ｍｍであるのがより好まし
い。第１の無機ビーズの平均粒径が前記範囲内の値であると、微分散工程全体としての、
顔料の微分散の効率を、優れたものとすることができる。これに対し、第１の無機ビーズ
の平均粒径が前記下限値未満であると、顔料の種類等によっては、第１の処理での微細化
顔料粒子の微分散化の効率が低下する傾向が現れる。また、第１の無機ビーズの平均粒径
が前記上限値を超えると、第１の処理での顔料粒子の微分散化の効率は、比較的優れたも
のとすることができるものの、第２の処理での微細化顔料粒子の微分散化の効率が低下し
、微分散工程全体としての微細化顔料の微分散化の効率が低下する。
【００８３】
　第１の無機ビーズの使用量は、特に限定されないが、分散剤分散液１００重量部に対し
、１００～６００重量部であるのが好ましく、２００～５００重量部であるのがより好ま
しい。分散剤分散液に添加する微細化顔料の使用量は、特に限定されないが、分散剤分散
液１００重量部に対し、１２重量部以上であるのが好ましく、１８～３５重量部であるの
がより好ましい。
【００８４】
　第１の処理は、微細化顔料、第１の無機ビーズを分散剤分散液に添加した状態で、各種
撹拌機を用いて撹拌することにより行うことができる。第1の処理で用いることのできる
撹拌機としては、例えば、パールミル等のメディア型分散機や、ディスパーミル等の一軸
または二軸ミキサー等が挙げられる。撹拌機を用いた撹拌処理時間（第１の処理の処理時
間）は、特に限定されないが、１０～１２０分間であるのが好ましく、１５～４０分間で
あるのがより好ましい。これにより、顔料分散体の生産性を低下させることなく、微細化
顔料の微分散を効率よく進行させることができる。
【００８５】
　また、第1の処理での撹拌機が有する撹拌翼の回転数は、特に限定されないが、１００
０～５０００ｒｐｍであるのが好ましく、１２００～３８００ｒｐｍであるのがより好ま
しい。これにより、顔料分散体の生産性を低下させることなく、微細化顔料の微分散をよ
り効率よく進行させることができる。また、分散樹脂等の熱等による劣化、変性等を確実
に防止することができる。
【００８６】
　第１の処理を行った後、第２の無機ビーズを用いた第２の処理を行う。これにより、微
細化顔料粒子が十分に微分散した顔料分散体が得られる。第２の処理に先立ち、第１の無
機ビーズを除去するのが好ましい。これにより、第２の処理における顔料の微分散の効率
を特に優れたものとすることができる。第１の無機ビーズの除去は、例えば、ろ過等の方
法により、容易かつ確実に行うことができる。
【００８７】
　第２の処理で用いる第２の無機ビーズは、第１の処理で用いる第１の無機ビーズよりも
粒径の小さいものであるのが好ましい。これにより、最終的に得られる顔料分散体中にお
ける微細化顔料を、十分に微分散させたものとすることができ、顔料分散体における微細
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化顔料粒子の長期間にわたる分散安定性（長期分散安定性）に優れたものとすることがで
きる。
【００８８】
　第２の無機ビーズの平均粒径は、特に限定されないが、０．０３～０．３ｍｍであるの
が好ましく、０．０５～０．２ｍｍであるのがより好ましい。第２の無機ビーズの平均粒
径が前記範囲内の値であると、微分散工程全体としての、顔料の微分散の効率を、特に優
れたものとすることができる。これに対し、第２の無機ビーズの平均粒径が前記下限値未
満であると、顔料の種類等によっては、第２の処理での微細化顔料粒子の微分散化の効率
が低下する傾向が現れる。また、第２の無機ビーズの平均粒径が前記上限値を超えると、
微細化顔料粒子の微分散を十分に進行させるのが困難になる可能性がある。
【００８９】
　第２の無機ビーズの使用量は、特に限定されないが、分散剤分散液１００重量部に対し
、１００～６００重量部であるのが好ましく、２００～５００重量部であるのがより好ま
しい。
【００９０】
　第２の処理は、各種撹拌機を用いて行うことができる。第２の処理で用いることのでき
る撹拌機としては、例えば、パールミル等のメディア型分散機や、ディスパーミル等の一
軸または二軸ミキサー等が挙げられる。
【００９１】
　撹拌機を用いた撹拌処理時間（第２の処理の処理時間）は、特に限定されないが、１０
～１２０分間であるのが好ましく、１５～４０分間であるのがより好ましい。これにより
、顔料分散体の生産性を低下させることなく、顔料の微分散を十分に進行させることがで
きる。
【００９２】
　また、第２の処理での撹拌機が有する撹拌翼の回転数は、特に限定されないが、１００
０～５０００ｒｐｍであるのが好ましく、１２００～３８００ｒｐｍであるのがより好ま
しい。これにより、顔料分散体の生産性を低下させることなく、顔料の微分散をより効率
よく進行させることができる。また、分散樹脂等の熱等による劣化、変性等を確実に防止
することができる。
【００９３】
　上記の説明では、微分散処理を２段で行う場合について中心的に説明したが、３段以上
の処理を行ってもよい。このような場合、後の処理で用いる無機ビーズの方が、先の処理
で用いる無機ビーズよりも小粒径であるのが好ましい。このような関係を満足することに
より、顔料粒子の微分散の効率を特に優れたものとすることができるとともに、最終的に
得られる顔料分散体中の微細化顔料粒子の微分散状態をより効果的に維持することができ
る。
【実施例】
【００９４】
　以下に実施例及び比較例を挙げて本発明をより具体的に説明する。ただし、本発明はこ
れらに限定されるものではない。なお、各実施例で示される、「部」は「重量部」を意味
し、「％」は「重量％」を意味するものとする。また、下記の各実施例および比較例の顔
料分散体の構成の概略を表１に示す。尚、表１の分散剤の欄中、「両性型」とは両性分散
剤を、「酸型」とは酸価分散剤を、「塩基型」とはアミン価分散剤を、「配合」とは酸価
分散剤とアミン価分散剤の混合物を意味する。
【００９５】
［実施例１］
（微細化顔料の調製）
　赤色顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ２５４（Ｉｒｇａｐｈｏｒ　Ｒｅｄ　ＢＴ
－ＣＦ（チバ・ジャパン（株）製））３００ｇ、ボウ硝（無水硫酸ナトリウム）（三田尻
化学工業（株）製の原料ボウ硝（平均粒径２０μｍ）を微粉砕したもので、平均粒子径３
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．６μｍ、粒径１０μｍ以上の粒子の含有率が０．４％であるもの。以下微粉砕品と称す
る場合がある。）３０００ｇ、及びジエチレングリコール（ＤＥＧ）（（株）日本触媒製
）８５０ｇを双腕型混練機（（株）モリヤマ製、５Ｌ）に仕込み、５０℃で９時間混練し
た。この混練物を８Ｌの温水（７０℃）に投入し、３０分間撹拌してスラリー液とした。
【００９６】
　その後、ブフナーロートで濾過後、脱イオン水を加え、洗浄液の電気伝導度が３μＳ／
ｃｍ以下になるまで洗浄した。洗浄物を乾燥機で９０℃、１６時間乾燥させ、粉砕機（協
立理工（株）製、サンプルミルＳＫ－Ｍ２）で粉砕し、微細化顔料３００ｇを得た。得ら
れた微細化顔料の平均粒子径は２５ｎｍであった。
【００９７】
（顔料分散体の調製）
　両性分散剤（ヒノアクトＴ－８０００Ｅ、川研ファインケミカル（株）製、酸価３．８
ｍｇＫＯＨ／ｇ、アミン価２５．３ｍｇＫＯＨ／ｇ）６５．１５ｇ（１６１部）、分散樹
脂（リポキシＳＰＣ２０００、昭和高分子（株）製）１４．３２ｇ（３５部）、溶剤（ア
ーコソルブＰＭＡ、協和発酵ケミカル（株）製）６７．９８ｇ（１６８部）を内容量５０
０ｍＬの混合機に投入し、ディスパーで１０分間撹拌して予備分散を行った。次に、得ら
れた予備分散物に前記微細化顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ２５４）３４．３７
ｇ、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ２５５ＦＧＧ（商品名、山陽色素（株）製）２．４３ｇ、お
よびＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　ＰＴ２５５Ｓ（商品名、山陽色素（株）製）３．６４ｇか
らなる顔料４０．４４ｇ（１００部）を添加して、更に１０分間撹拌を行い、顔料分散体
を得た。
【００９８】
　得られた顔料分散体に、平均粒径０．８ｍｍの無機ビーズ（ジルコニア製、「Ｔｏｒａ
ｙ　ｃｅｒａｍ　粉砕ボール」（商品名）、東レ株式会社製）７２０ｇを添加して、室温
下、６０分間撹拌し１段目の分散処理を行った後、顔料分散体と無機分散ビーズの混合分
散物をフィルター（「ＰＡＬＬ　ＨＤＣＩＩ　Ｍｅｍｂｒｅｎｅ　Ｆｉｌｔｅｒ」、ＰＡ
ＬＬ社製）でろ過して無機ビーズを除去した。次いで、得られた顔料分散体中に平均粒径
０．１ｍｍの無機ビーズ（ジルコニア製、「Ｔｏｒａｙ　ｃｅｒａｍ　粉砕ボール」（商
品名）、東レ株式会社製）７２０ｇを添加し、更に１２０分間撹拌し第２段目の分散操作
を行った。
【００９９】
　得られた混合分散物を２．５μｍメッシュのフィルター（「ＰＡＬＬ　ＨＤＣＩＩ　Ｍ
ｅｍｂｒｅｎｅ　Ｆｉｌｔｅｒ」、ＰＡＬＬ社製）でろ過して無機ビーズを分離し、顔料
分散体を調製した。
【０１００】
［実施例２］
　両性分散剤に代えて、酸価分散剤（ディスパービック１１１（商品名）、ビックケミー
・ジャパン（株）製、酸価１２９ｍｇＫＯＨ／ｇ）５０ｇとアミン価分散剤（ディスパー
ビック１６２（商品名）、ビックケミー・ジャパン（株）製、アミン価１３ｍｇＫＯＨ／
ｇ）１５ｇの混合物を用いた以外は、実施例１と同様にして顔料分散体を調製した。
【０１０１】
［実施例３］
　微細化顔料の調製時に、赤色顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ２５４（Ｉｒｇａ
ｐｈｏｒ　Ｒｅｄ　ＢＴ－ＣＦ（チバ・ジャパン（株）製））、ボウ硝（微粉砕品）及び
ＤＥＧを双腕型混練機により、５０℃で９時間混練した後（処方は実施例１と同じ）、表
面処理剤である高分子化合物（（株）昭和高分子製、リポキシＳＰＣ２０００、純分４０
％）１１２．５ｇを添加し、さらに９０分混練し、微細化顔料を表面処理したこと以外は
、実施例１と同様にして顔料分散体を調製した。尚、得られた微細化顔料の平均粒子径は
３０ｎｍであった。尚、表面処理を行うことにより平均粒子径が、表面処理を行なってい
ないものよりも若干大きくなる傾向にあるが、これは表面処理剤である高分子化合物が微
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細化顔料粒子表面に吸着したことによるものと考えられる。
【０１０２】
［比較例１］
　赤色顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ２５４（Ｉｒｇａｐｈｏｒ　Ｒｅｄ　ＢＴ
－ＣＦ（チバ・ジャパン（株）製））を平均粒子径２０μmのボウ硝で微細化し、その平
均粒径が６０ｎｍであるものを使用した以外は、実施例１と同様にして顔料分散体を調製
した。
【０１０３】
［比較例２］
　両性分散剤に代えて、実施例２の酸価分散剤のみを使用した以外は、実施例１と同様に
して顔料分散体を調製した。
【０１０４】
［比較例３］
　両性分散剤に代えて、実施例２のアミン価分散剤のみを使用した以外は、実施例１と同
様にして顔料分散体を調製した。
【０１０５】
［実施例４］
（微細化顔料の調製）
　赤色顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ１７７（チバ・ジャパン（株）製、商品名
「ＣＲＯＭＯＰＨＴＡＬ　ＲＥＤ　Ａ２Ｂ」））、ボウ硝（微粉砕品）３０００ｇ、及び
ジエチレングリコール（ＤＥＧ）（（株）日本触媒製）８５０ｇを双腕型混練機（（株）
モリヤマ製、５Ｌ）に仕込み、５０℃で９時間混練した。この混練物を８Ｌの温水（７０
℃）に投入し、３０分間撹拌してスラリー液とした。
【０１０６】
　その後、ブフナーロートで濾過後、脱イオン水を加え、洗浄液の電気伝導度が３μＳ／
ｃｍ以下になるまで洗浄した。洗浄物を乾燥機で９０℃、１６時間乾燥させ、粉砕機（協
立理工（株）製、サンプルミルＳＫ－Ｍ２）で粉砕し、微細化顔料３００ｇを得た。得ら
れた微細化顔料の平均粒子径は２５ｎｍであった。
【０１０７】
（顔料分散体の調製）
　両性分散剤（ヒノアクトＴ－８０００Ｅ（商品名）、川研ファインケミカル（株）製、
酸価３．８ｍｇＫＯＨ／ｇ、アミン価２５．３ｍｇＫＯＨ／ｇ）６５．１５ｇ（１６１部
）、分散樹脂（リポキシＳＰＣ２０００、昭和高分子（株）製）１４．３２ｇ（３５部）
、溶剤（アーコソルブＰＭＡ、協和発酵ケミカル（株））６７．９８ｇ（１６８部）を内
容量５００ｍＬの混合機に投入し、ディスパーで１０分間撹拌して予備分散を行った。次
に、得られた予備分散物に前記微細化顔料３４．３７ｇ、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　ＰＴ
１７７Ｓ（商品名、山陽色素（株）製、顔料誘導体）６．０７ｇからなる顔料４０．４４
ｇ（１００部）を添加して、更に１０分間撹拌を行い、顔料分散体を得た。
【０１０８】
　得られた顔料分散体に、平均粒径０．８ｍｍの無機ビーズ（ジルコニア製、「Ｔｏｒａ
ｙ　ｃｅｒａｍ　粉砕ボール」（商品名）、東レ株式会社製）７２０ｇを添加して、室温
下、６０分間撹拌し１段目の分散処理を行った後、顔料分散体と無機分散ビーズの混合分
散物をフィルター（「ＰＡＬＬ　ＨＤＣＩＩ　Ｍｅｍｂｒｅｎｅ　Ｆｉｌｔｅｒ」、ＰＡ
ＬＬ社製）でろ過して無機ビーズを除去した。次いで、得られた顔料分散体中に平均粒径
０．１ｍｍの無機ビーズ（ジルコニア製、「Ｔｏｒａｙ　ｃｅｒａｍ　粉砕ボール」（商
品名）、東レ株式会社製）７２０ｇを添加し、更に１２０分間撹拌し第２段目の分散操作
を行った。
【０１０９】
　得られた混合分散物を２．５μｍメッシュのフィルター（「ＰＡＬＬ　ＨＤＣＩＩ　Ｍ
ｅｍｂｒｅｎｅ　Ｆｉｌｔｅｒ」、ＰＡＬＬ社製）でろ過して無機ビーズを分離し、顔料



(17) JP 2010-13490 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

分散体を調製した。
【０１１０】
［実施例５］
　両性分散剤に代えて、実施例２の酸価分散剤とアミン価分散剤の混合物を用いた以外は
、実施例４と同様にして顔料分散体を調製した。
【０１１１】
［実施例６］
　微細化顔料の調製時に、赤色顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ１７７（チバ・ジ
ャパン（株）製、商品名「ＣＲＯＭＯＰＨＴＡＬ　ＲＥＤ　Ａ２Ｂ」））、ボウ硝（微粉
砕品）及びＤＥＧを双腕型混練機により、５０℃で９時間混練した後（処方は実施例４と
同じ）、表面処理剤である高分子化合物（昭和高分子（株）製、リポキシＳＰＣ２０００
、純分４０％）１１２．５ｇを添加し、さらに９０分混練し、微細化顔料を表面処理した
こと以外は、実施例４と同様にして顔料分散体を調製した。尚、得られた微細化顔料の平
均粒子径は３０ｎｍであった。
【０１１２】
［比較例４］
　赤色顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ１７７（チバ・ジャパン（株）製、商品名
「ＣＲＯＭＯＰＨＴＡＬ　ＲＥＤ　Ａ２Ｂ」））を平均粒子径２０μmのボウ硝で微細化
し、その平均粒径が６０ｎｍであるものを使用した以外は、実施例４と同様にして顔料分
散体を調製した。
【０１１３】
［比較例５］
　両性分散剤に代えて、実施例２の酸価分散剤のみを使用した以外は、実施例４と同様に
して顔料分散体を調製した。
【０１１４】
［比較例６］
　両性分散剤に代えて、実施例２のアミン価分散剤のみを使用した以外は、実施例４と同
様にして顔料分散体を調製した。
【０１１５】
［実施例７］
（微細化顔料の調整）
青色顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ１５：６（東洋インキ製造（株）製、商品
名「Ｌｉｏｎｏｌ　Ｂｌｕｅ　Ｅ」））３００ｇ、ボウ硝（微粉砕品）３０００ｇ、及び
ジエチレングリコール（ＤＥＧ）（（株）日本触媒製）８５０ｇを双腕型混練機（（株）
モリヤマ製、５Ｌ）に仕込み、５０℃で９時間混練した。この混練物を８Ｌの温水（７０
℃）に投入し、３０分間撹拌してスラリー液とした。
【０１１６】
　その後、ブフナーロートで濾過後、脱イオン水を加え、洗浄液の電気伝導度が３μＳ／
ｃｍ以下になるまで洗浄した。洗浄物を乾燥機で９０℃、１６時間乾燥させ、粉砕機（協
立理工（株）製、サンプルミルＳＫ－Ｍ２）で粉砕し、微細化顔料３００ｇを得た。得ら
れた微細化顔料の平均粒子径は２５ｎｍであった。
【０１１７】
（顔料分散体の調製）
　両性分散剤（ヒノアクトＴ－８０００Ｅ（商品名）、川研ファインケミカル（株）製、
酸価３．８ｍｇＫＯＨ／ｇ、アミン価２５．３ｍｇＫＯＨ／ｇ）６５．１５ｇ（１６１部
）、分散樹脂（リポキシＳＰＣ２０００、昭和高分子（株）製）１４．３２ｇ（３５部）
、溶剤（アーコソルブＰＭＡ（商品名）、協和発酵ケミカル（株）製）６７．９８ｇ（１
６８部）を内容量５００ｍＬの混合機に投入し、ディスパーで１０分撹拌して予備分散を
行った。次に、得られた予備分散物に前記微細化顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕ
ｅ１５：６）３６．８ｇ、および顔料誘導体（ソルスパース１２０００（商品名）、アビ
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シア（株）製）３．２ｇからなる顔料４０．００ｇ（１００部）を添加して、更に１０分
間撹拌を行い、顔料分散体を得た。
【０１１８】
　得られた顔料分散体に、平均粒径０．８ｍｍの無機ビーズ（ジルコニア製、「Ｔｏｒａ
ｙ　ｃｅｒａｍ　粉砕ボール」（商品名）、東レ株式会社製）７２０ｇを添加して、室温
下、６０分間撹拌し１段目の分散処理を行った後、顔料分散体と無機分散ビーズの混合分
散物をフィルター（「ＰＡＬＬ　ＨＤＣＩＩ　Ｍｅｍｂｒｅｎｅ　Ｆｉｌｔｅｒ」、ＰＡ
ＬＬ社製）でろ過して無機ビーズを除去した。次いで、得られた顔料分散体中に平均粒径
０．１ｍｍの無機ビーズ（ジルコニア製、「Ｔｏｒａｙ　ｃｅｒａｍ　粉砕ボール」（商
品名）、東レ株式会社製）７２０ｇを添加し、更に１２０分間撹拌し第２段目の分散操作
を行った。
【０１１９】
　得られた混合分散物を２．５μｍメッシュのフィルター（「ＰＡＬＬ　ＨＤＣＩＩ　Ｍ
ｅｍｂｒｅｎｅ　Ｆｉｌｔｅｒ」、ＰＡＬＬ社製）でろ過して無機ビーズを分離し、顔料
分散体を調製した。
【０１２０】
［実施例８］
　両性分散剤に代えて、実施例２の酸価分散剤とアミン価分散剤の混合物を用いた以外は
、実施例７と同様にして顔料分散体を調製した。
【０１２１】
［比較例７］
　青色顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ１５：６（東洋インキ製造（株）製、商
品名「Ｌｉｏｎｏｌ　Ｂｌｕｅ　Ｅ」））を平均粒子径２０μmのボウ硝で微細化し、そ
の平均粒径が６０ｎｍであるものを使用した以外は、実施例７と同様にして顔料分散体を
調製した。
【０１２２】
［比較例８］
　両性分散剤に代えて、実施例２の酸価分散剤のみを使用した以外は、実施例７と同様に
して顔料分散体を調製した。
【０１２３】
［比較例９］
　両性分散剤に代えて、実施例２のアミン価分散剤のみを使用した以外は、実施例７と同
様にして顔料分散体を調製した。
【０１２４】
［実施例９］
（微細化顔料の調製１）
　緑色顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　３６（東洋インキ製造（株）製　Ｌ
ｉｏｎｏｌ　Ｇｒｅｅｎ　６ＹＫ））３００ｇ、ボウ硝（微粉砕品）３０００ｇ、及びジ
エチレングリコール（ＤＥＧ）（（株）日本触媒製）８５０ｇを双腕型混練機（（株）モ
リヤマ製、５Ｌ）に仕込み、５０℃で９時間混練した。この混練物を８Ｌの温水（７０℃
）に投入し、３０分間撹拌してスラリー液とした。
【０１２５】
　その後、ブフナーロートで濾過後、脱イオン水を加え、洗浄液の電気伝導度が３μＳ／
ｃｍ以下になるまで洗浄した。洗浄物を乾燥機で９０℃、１６時間乾燥させ、粉砕機（協
立理工（株）製、サンプルミルＳＫ－Ｍ２）で粉砕し、微細化顔料３００ｇを得た。得ら
れた微細化顔料の平均粒子径は３０ｎｍであった。
【０１２６】
（微細化顔料の調製２）
　上記処理と同じ条件にて黄色顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５０（
Ｙｅｌｌｏｗ　Ｐｉｇｅｍｎｔ　Ｅ４ＧＮ、ランクセス（株）製））を微細化処理し、微
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細化顔料３００ｇを得た。得られた微細化顔料の平均粒子径は４０ｎｍであった。
【０１２７】
（顔料分散体の調製）
　両性分散剤（ヒノアクトＴ－８０００Ｅ（商品名）、川研ファインケミカル（株）製、
酸価３．８ｍｇＫＯＨ／ｇ、アミン価２５．３ｍｇＫＯＨ／ｇ）６５．１５ｇ（１６１部
）、分散樹脂（リポキシＳＰＣ２０００、昭和高分子（株）製）１４．３２ｇ（３５部）
、溶剤（アーコソルブＰＭＡ、協和発酵ケミカル（株））６７．９８ｇ（１６８部）を内
容量５００ｍＬの混合機に投入し、ディスパーで１０分間撹拌して予備分散を行った。次
に、得られた予備分散物に前記微細化した緑色顔料（Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　３６
）２４．０６ｇ、前記微細化した黄色顔料（Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５０）１
０．３１ｇ、顔料誘導体（Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１３８Ｓ（商品名）、山陽色
素（株）製）６．０７ｇからなる顔料４０．４４ｇ（１００部）を添加して、更に１０分
間撹拌を行い、顔料分散体を得た。
【０１２８】
　得られた顔料分散体に、平均粒径０．８ｍｍの無機ビーズ（ジルコニア製、「Ｔｏｒａ
ｙ　ｃｅｒａｍ　粉砕ボール」（商品名）、東レ株式会社製）７２０ｇを添加して、室温
下、６０分間撹拌し１段目の分散処理を行った後、顔料分散体と無機分散ビーズの混合分
散物をフィルター（「ＰＡＬＬ　ＨＤＣＩＩ　Ｍｅｍｂｒｅｎｅ　Ｆｉｌｔｅｒ」、ＰＡ
ＬＬ社製）でろ過して無機ビーズを除去した。次いで、得られた顔料分散体中に平均粒径
０．１ｍｍの無機ビーズ（ジルコニア製、「Ｔｏｒａｙ　ｃｅｒａｍ　粉砕ボール」（商
品名）、東レ株式会社製）７２０ｇを添加し、更に１２０分間撹拌し第２段目の分散操作
を行った。
【０１２９】
　得られた混合分散物を２．５μｍメッシュのフィルター（「ＰＡＬＬ　ＨＤＣＩＩ　Ｍ
ｅｍｂｒｅｎｅ　Ｆｉｌｔｅｒ」、ＰＡＬＬ社製）でろ過して無機ビーズを分離し、顔料
分散体を調製した。
【０１３０】
［実施例１０］
　両性分散剤に代えて、実施例２の酸価分散剤とアミン価分散剤の混合物を用いた以外は
、実施例９と同様にして顔料分散体を調製した。
【０１３１】
［実施例１１］
　実施例９の微細化顔料の調製２において、黄色顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌ
ｌｏｗ　１５０（Ｙｅｌｌｏｗ　Ｐｉｇｅｍｎｔ　Ｅ４ＧＮ、ランクセス（株）製））、
ボウ硝（微粉砕品）及びＤＥＧを双腕型混練機により、５０℃で９時間混練した後（処方
は実施例９と同じ）、表面処理剤である高分子化合物（昭和高分子（株）製、リポキシＳ
ＰＣ２０００、純分４０％）１１２．５ｇを添加し、さらに９０分間混練し、微細化顔料
を表面処理したこと以外は、実施例９と同様にして顔料分散体を調製した。尚、得られた
微細化顔料の平均粒子径は５０ｎｍであった。
【０１３２】
［比較例１０］
　緑色顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　３６（東洋インキ製造（株）製　Ｌ
ｉｏｎｏｌ　Ｇｒｅｅｎ　６ＹＫ））および黄色顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌ
ｌｏｗ　１５０（Ｙｅｌｌｏｗ　Ｐｉｇｅｍｎｔ　Ｅ４ＧＮ、ランクセス（株）製））を
平均粒子径２０μmのボウ硝で微細化し、平均粒径がそれぞれ５０ｎｍおよび６０ｎｍで
あるものを使用した以外は、実施例９と同様にして顔料分散体を調製した。
【０１３３】
［比較例１１］
　両性分散剤に代えて、実施例２の酸価分散剤のみを使用した以外は、実施例９と同様に
して顔料分散体を調製した。
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【０１３４】
［比較例１２］
　両性分散剤に代えて、実施例２のアミン価分散剤のみを使用した以外は、実施例９と同
様にして顔料分散体を調製した。
【０１３５】
［評価］
　上記の実施例および比較例において調製した顔料分散体について、該顔料分散体の粘度
安定性、および前記顔料分散体を用いてカラーフィルターを作製し、そのコントラストを
測定することにより、本発明の顔料分散体の分散安定性及びカラーフィルターとしての性
能を評価した。
【０１３６】
（顔料分散体の粘度安定性）
　粘度安定性は、実施例および比較例において調製した各顔料分散体の粘度（動粘度）を
、４０℃の環境下に７日間放置する前（顔料分散体の調製直後）とその放置した後に測定
した。測定温度条件は２５℃である。
【０１３７】
　顔料分散体の粘度（動粘度）の測定は、ＪＩＳ　Ｚ８８０９に準拠し、Ｅ型粘度計（東
機産業（株）製　ＲＥ－０１）を用いて行った。表１に、その結果を示す。表中の「初期
の粘度」の単位は、ｍＰａ・ｓである。また、「７日後の増粘率」とは、（４０℃、７日
間放置後の粘度の測定値）／（放置直前の粘度の測定値）で算出された値である。
【０１３８】
（カラーフィルターの性能）
＜カラーフィルターの調製＞
　前記各顔料分散体の粘度をＥ型粘度計（東機産業（株）製、ＴＶ－２２型粘度計）で測
定した。また、１３０℃、１時間の条件で前記各顔料分散体の固形分を確認した。この顔
料分散体を用いてスピンコート液（以下、ＳＰＣ液という。）を作製した。分散体中の固
形分とＳＰＣ液に用いるバインダーの固形分が１：１になるように調節した。ＳＰＣ液を
厚さ１ｍｍ、１００ｍｍ角のガラス板にスピンコーター（ミカサ（株）製、スピンコータ
ーＭＳ－１５０Ａ）で回転数を３段階に設定して個々に塗布し、エアパス内で９０℃、２
．５分間乾燥させた（プリベイクエ程）。このようにして、カラーフィルターを得た。
【０１３９】
＜コントラストの測定＞
　続いて、プリベイク工程後の３枚のガラス塗板の色を確認した（スピンコート時の回転
数はＹｘｙ色度によって設定される。）。分散体の粘度とスピンコートの回転数により、
コートの厚みが異なり、それぞれの色度を分光測色計（コニカミノルタセンシング（株）
製、分光測色計、ＣＭ－３７００ｄ）にて測定した。測定した数値をプロットして直線性
が保たれているかを確認した。
【０１４０】
　次に、ガラス塗板の輝度を色彩輝度計（コニカミノルタセンシグ（株）製、輝度計　Ｌ
Ｓ－１００）で測定した。バックライト上に偏光板（ＴＯＬＡＸ－３８Ｓ、株式会社ルケ
オ製）を設置し、偏光板とガラス塗板の間隔が１ｍｍになるように設置した。その上部に
回転可能な偏光板を設置した。バックライトの輝度が十分安定したことを確認した後、ガ
ラス塗板の輝度を測定した。偏光板をクロスニコルの位置に調節して輝度を測定し、次い
で９０°回転させ、パラレルの位置で輝度を測定した。ある色度の位置でＹｘｙ色度と各
々の揮度を解析ソフトを用いて解析した。その結果を表１に示す。尚、表１中の「初期の
コントラスト」の値は、何れも、４０℃の環境下に、７日間放置する直前の値である。
【０１４１】
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【表１】

【０１４２】
　表１より、何れの顔料を用いた場合でも、実施例の顔料分散体は、高コンテント（高濃
度）でありながら、その動粘度が１２ｍＰａ・ｍ以下、増粘率が１．１以下であり、かつ
、それにより調製したカラーフィルターのコントラストが比較例のものに比し、優れたも
のとなっていることがわかる。特に、表面処理した微細化顔料を用いた顔料分散体は、そ
のカラーフィルターのコントラストが極めて高く、カラーフィルター用の顔料分散体とし
て極めて優れたものである。
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